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研究成果の概要（和文）：本研究では、完全競争市場をはじめとする様々な経済メカニズムが、効率性に加えて
分配にどのような影響を与えているのかを評価できる理論的なフレームワークを構築し、経済メカニズムと格差
との関係を分析した。
具体的には、再分配に制限があるような状況における弱い効率性の概念を新たに提唱し、各参加者がたかだか1
単位しか財を需要・供給しないような同質財市場において、すべての効率的な配分の中で市場均衡が財の交換を
最も少なくすることを明らかにした。さらに、一定の条件のもとで異質財市場にこの結果が拡張できることも示
した。この結果は、競争市場が取引数量を最小化する、という特徴を持つメカニズムであることを示唆してい
る。

研究成果の概要（英文）：This study develops a theoretical framework that allows us to evaluate how 
various economic mechanisms, including perfectly competitive markets, affect distribution in 
addition to efficiency, and analyzes the relationship between economic mechanisms and inequality.
Specifically, we proposed a new concept of weak efficiency in situations where redistribution is 
limited, and found that, of all efficient distributions, market equilibrium leads to the least 
exchange of goods in a homogeneous goods market where each participant demands and supplies only one
 unit of a good. We also show that, under certain conditions, this result can be extended to 
heterogeneous goods markets. This result suggests that competitive markets are a mechanism 
characterized by minimizing transaction volumes.

研究分野：ゲーム理論、マーケットデザイン、産業組織論

キーワード： 格差　再分配　パレート効率性　安定性　完全競争市場
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本を含め、世界各国で貧富の格差や不平等への関心が高まっている。「厚生経済学の第二基本定理」が示すよ
うに、どのような再分配もコストをかけず実現可能なのであれば、効率性と平等性という目標は矛盾しない。し
かし、こうした再分配が可能という仮定は、現実の世界では近似的にすら満たされていない。
本研究は、既存研究の暗黙の前提を疑い、再分配の難しさを明示的に考慮するような新たな理論的なフレームワ
ークを構築した。さらに、そのフレームワークを通じて、「完全競争市場が取引数量を最小化する」という意外
な結果を導いた。市場やグローバル化が分配や格差に与える影響を厳密に分析するための土台を築いた社会的意
義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（１）社会的背景 
日本を含め、世界各国で貧富の格差や不平等への関心が高まっている。富裕層から貧困層、持つ
者から持たざる者へ簡単に富が分配できるのであれば、そもそも格差がここまで大きな問題に
なることはない。格差問題が「問題」であり続けている大きな理由は、格差を解消するような再
分配の実現が様々な理由から難しいからである。 「厚生経済学の第二基本定理」が示すように、
どのような再分配もコストをかけず実現可能なのであれば、効率性と平等性という目標は矛盾
しない。しかし、こうした再分配が可能という仮定は、現実の世界では近似的にすら満たされて
いない。そうであるならば、この「再分配が難しい」という現実的な制約を考慮に入れて、資源
配分問題を考え直すべきだろう。 
 
（２）学術的背景 
右図は、売り手と買い手が 4 人ずついる交換経済
の需要と供給を表している。両者の交点である市
場均衡における取引数量は 2 で、このとき総余剰
は最大化される。半面、点線の楕円で囲まれた売り
手と買い手たちは取引を行うことができない。競
争市場は、総余剰というパイを最も大きくする効
率性なメカニズムである一方、取引に参加できな
い「負け組」を 4名も生み出してしまう。ここで、
売り手と買い手のペアを変えて個別価格（例えば、
取引から生じる余剰を折半する価格）で取引させ
ると、再分配を行うことなく取引数量を 3 もしく
は 4 に増やすことができる。結果的に、負け組の
人数を 2名もしくは 0名に減らせるのである。 
 
２．研究の目的 
競争的な市場メカニズムやグローバル化が経済格差を拡大させているのではないか。このよう
な警鐘を、メディアや非経済学者が鳴らすことは珍しく無い。しかし、一見するともっともらし
いこれらの主張の大半は、経済学の厳密な理論的基礎を持たない。この重要な問いに答えるため、
本研究では、競争市場をはじめとする様々な経済メカニズムが、効率性だけでなく分配にどのよ
うな影響を与えているのかを評価できる理論的なフレームワークを新たに構築する。そして、競
争市場がどのような意味で格差を生み出し得るのか、その関係性を明らかにするベンチマーク
となるような理論結果の導出を目的としていた。上述の例は、競争市場に任せると取引数量が減
ってしまい、「負け組」が増えることを示唆している。本研究の主要目的は、この含意がどの程
度一般的に成り立つのかを明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
本研究は理論的な考察が中心であり、メカニズムデザイン理論、マッチング理論、サーチ理論、
一般均衡理論などの手法を用いて研究を進めた。資源配分メカニズムの帰結を数値計算するた
めコンピュータ・シミュレーションも当初は行う予定であったが、定量的な分析へ以降する前に、
定性的な分析が様々な方向へと拡大していったため、今回は見送った。代わりに、現実の人々の
行動と理論を結びつけるために実験経済学の既存研究を調査し参照した。 
 
４．研究成果 
（１）新しい効率性基準 
上述の「学術的背景」を踏まえ、本研究ではまず再分配が不可能な状況における効率性の概念を
新たに提唱した。すなわち、初期保有から再分配を行うことなく、経済メカニズム内で許された
（二者間の）取引を通じて達成できる任意の配分によってパレート支配されないような配分を、
「再分配無しのパレート効率」(Pareto Efficient with No Side-payment, PENS)と定義した。
PENS は通常のパレート効率性よりも弱い概念であり、達成可能な配分がパレート効率的であれ
ば、それは自動的に PENS を満たす。競争市場均衡はパレート効率的なので PENS である一方、
PENS を満たす配分の集合は非常に大きい。PENS という新たな概念を通じて、市場均衡やコア、
安定マッチングといった代表的な解の配分上の特徴をうまく分析・描写することができる。 
（２）同質財市場の分析 
まず、生産活動のない次のような単純な同質財市場を考える。各参加者がたかだか 1単位しか非
分割財を需要もしくは供給せず、交換に必要な分割財（貨幣と解釈できる）は十分に保有してい
ると仮定する。このとき、分権的な市場取引で達成できる PENT かつ個人合理的なすべての配分
の中で、競争市場均衡が取引数量を最も少なくすることを示した。本研究が初めて明らかにした
この重要な命題は、直感的には次のような背理法によって証明することができる。仮に、競争市
場均衡よりも厳密に少ない取引数によって導かれた PENS を満たす配分が存在したとする。この
とき、市場均衡において取引をしていたが、この PENS 配分の元では取引に参加していない買い
手と売り手が、それぞれ少なくとも一人ずつはいなければならない。彼らは、市場均衡において



取引していたことから、買い手の支払い意欲は均衡価格より高く、売り手の留保価格は均衡価格
よりも低いことが分かる。ここで、この買い手と売り手が取引をすれば正の余剰が発生するため
パレート改善が起きるが、これはそもそも配分が PENS であるという仮定に矛盾する。 

また、左図で例示しているように、需要
曲線と供給曲線がそれぞれ完全に水平（あ
るいは垂直）でない限り、分権的な取引に
よって達成可能な配分の中に、市場均衡よ
りも厳密に多い取引数量を実現する PENT
かつ個人合理的な配分が常に存在する、と
いう結果も導いた。以上の意味において、
競争市場は負け組の数を最大化する、つま
り「最小人数の最大幸福」を達成するメカ
ニズムであることが示された。 

 
（３）異質財市場の分析 
次に、割当ゲームというマッチング理論でしばしば使われるモデルを用いて、異質財市場につい
て考察した。このモデルでは、どの参加者も他者と差別化されているため、完全競争によって帰
結を評価するのは不適切である。そのため、市場均衡の代わりに安定マッチング配分を解として
として採用した。いま、説明の都合上、企業と労働者のマッチング市場を考えよう。このとき、
もしも企業から見た労働者の望ましさが１次元で序列化されており、同様に労働者から見た企
業の望ましさも１次元で序列化されていて、安定マッチングにおいて、最も望ましい企業と労働
者同士、２番目に望ましい企業と労働者同士、３番目に・・・といった形で上から順番に望まし
い企業と労働者が取引を行うような配分結果が実現したとする。このとき、分権的な市場取引で
達成できる PENT かつ個人合理的なすべての配分の中で、この安定マッチング配分は取引数量を
最も少なくすることを示した。同質財市場で成立した命題が、一定の条件の下で異質財市場でも
成り立つことを明らかにしたのである。 
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